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図 3:空間相関関数
[2]｡次に,イジング型秩序変数A(y,i)を,zigzagの角度o(y,i)>Oの時A(y,i)-1,せ(y,i)<0
の時A(y,i)--1と定義し,画像解析により,パワースペクトルP(k,i),相関関数C(x,i),kink
のサイズ分布関数 g(I,i)等を測定した｡代表的なデータとして,空間軸を特徴的な長さでスケー
ルした相関関数を図3に示す.各時刻のデータは一つのユニバーサルな曲線にのり,zigzagの粗
視化過程に動的スケーリング則があることがわかる｡相関関数の減衰的振動は,この系が保存系
であることを示している｡現時点では,理論的に求められているのは特徴的な長さの時間発展の
みである｡秩序変数の空間分布を特徴づける物理量は,本研究によって初めて実験的に求められ
たものである｡
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